
Keyword

近年の自然災害、人為的災害の経験から様々な分野で「想
定外」の事象に対する耐性を確保することが重要となってきて
います。橋梁の耐震分野においては、設計の想定を超える規
模の地震作用に対して構造全体系の大規模崩壊を防ぐことが
重要な課題として挙げられます。このためには構造系の崩壊
過程を精度よく評価するシミュレーション技術を確立する必要
があります。本研究では、従来の耐震設計に用いられている

簡易なはり要素による構造解析モデルをもとに、崩壊挙動を考
慮し得る精緻なシェル要素を用いた解析モデルを自動構築す
るシステムを開発し、スーパーコンピュータ等を用いた高精度
かつ大規模な数値解析により構造全体系の崩壊メカニズムの
解明に取り組んでいます。ここでは研究の過程で開発した上
記の自動構築システムを紹介します。

想定を超える地震作用に対する構造全体系の
耐崩壊性能の評価手法の確立

研究シーズの紹介

多方向地震動作用下のゴム支承および取付部の力学挙動の解明その他の研究テーマ

耐震設計、崩壊制御、大規模数値解析

●地域地震動（水平2方向、水
平2方向＋鉛直）に対する構
造安全性を評価したい（道路
管理者、設計技術者）

●超過外力に対する構造系の
崩壊に対するロバスト性を評
価したい（道路管理者、設計
技術者）

※）スーパーコンピュータ「京」を用いた大規模並列計算による解析例

精緻な構造解析モデルの
自動構築技術※）

●簡易なはり要素による構造解析モデル
　　➡シェル要素による構造解析モデルの自動構築
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期待される活用シーン

※）特許出願中
　　名古屋工業大学 野中教授、（株）地震工学研究開発センターとの共同開発

Keyword

地球温暖化と都市化のもとで、都市型水害が多発していま
す。インフラの維持管理費の増加と人口減少による税収減少
を踏まえると、大規模集中型だけでなく、小規模分散型の水
管理により、排水施設への負担を軽減する、分散型水管理に
よる流出抑制が重要です。これに加えて、今般のコロナ禍を踏
まえれば、災害時の衛生的な水を、地域防災拠点に蓄えてお
くことの重要性が増してます。

本研究は学校施設での分散型水管理を実践的に行ってい
る、福岡県粕屋郡新宮町立の、新宮北小学校の雨水貯留活
用の技術評価を、経年的な雨量、貯留量、利用料の観測に
基づいて行い、分散型水管理の要件を明らかにし、技術普及
とコンセプトの普及に貢献することを目指しています。

分散型水管理のための小学校施設の
雨水貯留活用技術とその評価

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

都市型グリーンインフラとしての雨庭のデザインに関する研究
伝統工芸に基づいた文化的景観の保全に関する研究
ミズベリングを活用したコミュニティデザインに関する研究

その他の研究テーマ

分散型水管理、雨水管理、循環型社会

●都市型水害対策と、雨水活
用の推進は、我が国の重要
課題です。

●海外、とくに東南アジアの
国々では、雨水活用が重要な
課題となっています。

分散型水管理技術
●都市型水害対策としての分散型水管理の実例です。
●災害等の緊急時に、衛生的な水を供給するための知見を示します。
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雨水活用の技術の実例・実装
例を適時して、海外での展開に
役立ちます。

雨水流出抑制と雨水活用のた
めの、分散型水管理の効果を
示します。
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